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「
き
き
ょ
う
苑
」
は
、
医
療
法
人
社
団
松
和
会
（
し
ょ
う
わ
か
い
）

の
介
護
老
人
保
健
施
設
の
１
つ
と
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
、
日
常
生
活
へ
の
復
帰
を
目
指
し
た
介
護
を
目
的
に
、
２
０
０
０

年
１１
月
に
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
に
開
設
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 お

か
げ
さ
ま
で
、「
き
き
ょ
う
苑
」
は
、
開
設
以
来
、
多
く
の
皆
様

に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
今
年
で
二
〇
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
、
ご
利
用
者
家
族
、
伊
勢
原
市
、
医
療
機
関
、
消
防

署
、
警
察
署
、
地
域
の
自
治
会
の
み
な
さ
ま
、
地
域
の
幼
稚
園
、
小

学
校
、
種
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ま
、
そ
し
て
、
関
係
各
位

の
多
大
な
温
か
い
ご
指
導
、
ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご
協
力
の
お
か
げ

と
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、「
き
き
ょ
う
苑
」
で
は
、
い
か
に
ご
利
用
く
だ
さ
る

皆
様
の
ご
要
望
に
お
答
え
し
、
お
役
に
立
て
る
介
護
を
め
ざ
し
、

今
ま
で
の
経
験
を
も
と
に
、
職
員
一
同
、
さ
ら
に
努
力
を
重
ね
て

い
く
所
存
で
す
。 

そ
し
て「
き
き
ょ
う
苑
」
に
来
て
、
通
っ
て
、
知
っ
て
、「
良
か
っ
た
」

と
、
ご
利
用
者
、
そ
の
ご
家
族
、
地
域
社
会
、
そ
し
て
職
員
か
ら
も

言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
設
作
り
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

今
後
と
も
、
み
な
さ
ま
の
温
か
い 

ご
指
導
、
ご
理
解
、
ご
支
援
、 

ご
協
力
を
賜
れ
ま
す
よ
う
、 

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

・
人
口
１
０
万
人
達
成 

・
東
部
工
業
団
地
建
設
起
工
式 

・
国
道
２
４
６
号
桜
坂
歩
道
橋
完
成 

 

・
第
１
回
健
や
か
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー 

 

・
市
営
三
本
松
住
宅
が
完
成 

・
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
ス
タ
ー
ト 

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
設 

・
桜
台
小
学
校
体
育
館
完
成 

 

・
公
共
施
設
利
用
予
約
シ
ス
テ
ム
が
十
三
施
設
で
ス
タ
ー
ト 

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
内
３
カ
所
に
開
設 

・
日
向
薬
師
木
造
十
二
神
将
立
像
が
県
指
定
重
要
文
化
財
へ 

 

・
皇
太
子
さ
ま
が
大
山
を
御
登
山 

 

・
市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
式
典 

約
２
万
８
千
世
帯
が
停
電 

・
震
災
で
５
弱
を
記
録 

・ 

 

・
市
公
式
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

「
ク
ル
リ
ン
」
が
誕
生 

 

・
市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
運
用
開
始 

・
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
用
開
始 

・
「
伊
勢
原
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
」
完
成 

・
大
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
新
型
車
両
を
ヘ
リ
で
搬
入 

 

・
伊
勢
原
駅
観
光
案
内
所
が
オ
ー
プ
ン 

 

・
伊
勢
原
駅
南
口
に
商
業
施
設 

い
せ
は
ら
コ
マ
オ
ー
プ
ン 

・
「
大
山
詣
い
り
」
が
日
本
遺
産
に
認
定 

・
日
向
薬
師
宝
城
坊
本
堂
「
平
成
の
大
修
理
」
が
完
成 

・
特
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
常
時
停
車
駅
に
な
る 

・
新
東
名
い
せ
は
ら
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催 

・
新
東
名
伊
勢
原
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
開
通 

・
伊
勢
原
市
初
の
地
域
個
別
会
議 

 

・
日
本
遺
産
の
ま
ち 

伊
勢
原
う
ま
い
も
の
セ
レ
ク
ト
を
創
設 

・
伊
勢
原
駅
停
車
の
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
が
増
発 

 

 

・
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
為
各
行
事
が
中
止
と
な
る 

 

・
二
千
円
札
発
行 

・
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始 

 

・
北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
が
帰
国 

・
日
本
経
団
連
が
発
足 

・
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
始 

・
看
護
婦
・
看
護
士
は
全
国
一
斉
に
看
護
師
に
な
る 

 

・
雅
子
さ
ま
が
御
出
産
。
敬
宮
愛
子
さ
ま
と
命
名 

・
森
総
理
か
ら
小
泉
総
理
へ
。
小
泉
内
閣
発
足 

 

・
会
社
法
が
施
行 

・
秋
篠
宮
悠
仁
さ
ま
誕
生 

・

介
護
保
険
改
正
施
行 

 

・
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

ド
イ
ツ
大
会
で
日
本
初
優
勝 

・
東
日
本
大
震
災
が
発
生 

 

・
明
治
神
宮
で
明
治
天
皇
百
年
祭
を
開
催 

・
介
護
保
険
改
正
施
行 

 

・
和
食
が
無
形
文
化
遺
産
に
登
録 

・
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録 

・
東
京
が
オ
リ
パ
ラ
開
催
国
に
決
定 

 

・
消
費
税
が
５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ 

 

・
介
護
保
険
の
改
正
に
よ
り
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
入
所
基
準
が
要
介
護
３
以
上
に
な
る 

 

・
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
解
散 

・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催 

・
佐
川
証
人
喚
問
、
森
友
文
書
改
ざ
ん 

・
オ
ウ
ム
死
刑
執
行
終
え
る 

・
カ
ジ
ノ
法
案
が
成
立 

・
介
護
保
険
改
正
施
行 

   

・
ロ
ー
マ
教
皇
が
三
十
八
年
ぶ
り
来
日 

・
天
皇
陛
下
即
位
を
宣
言 

・
新
年
号
が
「
令
和
」 

・
天
皇
陛
下
在
位
三
十
年
式
典 

・
消
費
税
が
８
％
か
ら
１０
％
に
引
き
上
げ 

  

・
夏
の
甲
子
園
中
止 

・
東
京
五
輪
、
来
年
開
幕
へ 

・
新
型
コ
ロ
ナ
で
緊
急
事
態
宣
言 

・
全
世
界
規
模
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生 

 

（
入
所
・
通
所
・
短
期
入
所
ス
タ
ー
ト
） 

・
３
１
名
の
職
員
で
ス
タ
ー
ト 

医
師
１
名
・
看
護
士
５
名
・
介
護
士
１
９
名 

相
談
員
３
名
・
事
務
職
員
３
名 

  

・
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
開
設 

・
訪
問
看
護
開
設 

 

・
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

・
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
が 

ス
タ
ー
ト 

・
訪
問
看
護
休
止 

 

・
夜
勤
新
体
制 

・
フ
リ
ー
夜
勤
導
入
（
３
名→

４
名
へ
増
員
） 

・
フ
リ
ー
夜
勤
導
入
に
伴
い
、
フ
ロ
ア
固
定
シ
フ
ト
廃
止 

 ・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設 

 

・
二
宮
き
き
ょ
う
苑
を
開
設 

 

・
新
人
事
体
制
始
動 

・
組
織
上
「
五
部
門
」
を
設
置 

・
き
き
ょ
う
苑
通
信
第
一
号
発
刊 

・
愛
媛
で
の
老
健
全
国
大
会
に
て
講
演 

・
Ｎ
Ｓ
Ｔ
発
足 

 

・
総
合
企
画
部
設
置 

・T
h

e
 B

e
ll F

lo
w

e
rs

 B
a
n

d
 

結
成 

・
「
入
所
、
通
所
、
訪
問
、
居
宅
」
の 

４
つ
の
事
業
部
門
設
立 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

・
在
宅
強
化
型
加
算
開
始
を
経
て
超
強
化
型
へ 

・
入
所
ご
利
用
者
、
週
三
回
の
リ
ハ
ビ
リ
開
始 

・
入
所
介
護
リ
ハ
ビ
リ
レ
ク
リ
エ―

シ
ョ
ン
開

始 

 

 

・
在
宅
強
化
型
へ 

・
創
立
２
０
周
年
記
念
誌
発
刊 

 

 

２０００ 

 

２００１ 

 

２００２ 

 

２００６ 

 

２０１０ 

 

２０１１ 

 

２０１３ 

 

２０１５ 

 

２０１６ 

 

２０１８ 

 

２０１９ 

 

２０２０ 

 

２０１２ 

 

追
記 

「
き
き
ょ
う
苑
」
で
は
、
毎
年
、
創
立
記
念
日
に
は
、
ご
利
用
者

家
族
、
地
域
の
み
な
さ
ま
、
関
係
各
位
の
皆
様
を
お
招
き
し
、「
き

き
ょ
う
苑
」
の
活
動
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
利

用
者
の
み
な
さ
ま
、
職
員
と
の
交
流
を
図
っ
て
来
ま
し
た
。
と
く

に
、
２
０
２
０
年
は
、
創
立
二
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
で
、
創
立
記
念
日
に
は
多
く
の
皆
さ
ま
を
ご
招
待
し
、
式
典

を
始
め
、
種
々
の
企
画
で
開
催
す
る
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（the C

O
V

ID
-1

9

）
の

予
防
対
策
を
鑑
み
て
、
創
立
二
〇
周
年
記
念
の
種
々
の
企
画
は
見

合
わ
せ
て
、
本
誌 

「
き
き
ょ
う
苑
通
信
特
別
号
」
を
持
っ
て
変
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ご
理
解
を
賜
り
、
ご
容
赦
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

施
設
長 

小
澤 

 

明 

２０１４ 

 

・
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
場
竣
工
（
庭
園
） 

・
昭
和
の
ジ
オ
ラ
マ
完
成
（
玄
関
ホ
ー
ル
） 

・
き
き
ょ
う
苑
開
設 

 

医
療
法
人
社
団
松
和
会 

介
護
老
人
保
健
施
設
き
き
ょ
う
苑 

・
開
苑
２
０
周
年
記
念
行
事
式
典 

 



 

  

                                        

            
 

                            

                                        

                                        

                                     

、 

老健では、在宅生活への復帰や、継続を支援する機能が大きな役割の一つとなっています。 

ききょう苑でもご利用者に、住み慣れた地域、ご自宅での生活を送っていただくために、様々な

体制でサポートを行なっています。 

リハビリテーションを軸とし、日常生活に必要な介護、お体を健やかに維持するための医療・

看護、楽しみながらバランスの良い食生活を提供する栄養管理など、様々な職種が協力し合い

ながら、さらに充実した施設として、運営・活動を続けています。 

 

ききょう苑のリハビリテーション 

 

 
 

 

ききょう苑に来て、通って、知って、「良かった」と、ご利用者、そのご家族、地域社会、

そして職員からも言ってもらえるような施設づくりを目指しています。 

 

入所リハビリテーション 

一人ひとりの生活に寄り添った目標設定を行い 

お身体の状況を見ながら、必要な期間継続して入所しているご利用者にも、

数日間のみの短期入所のご利用者にも、認知機能、身体機能のリハビリテー

ションを集中的に行って頂ける環境を提供します。 

医師と共に、他職種と回診を行ない情報を共有し、 

適切なケアを行なっています。 

 

通所リハビリテーション 

  ご自宅から通われている

ご利用者に、住み慣れた地

域での生活が継続して送れ

るように、個別の課題や目標

を明確にして、それを達成

出来るようにリハビリテーショ

ンを提供します。 

 

 

訪問リハビリテーション 

 ご自宅にお伺いし、

環境や構造などを考慮

しながら、一人ひとりに

合ったリハビリテーショ

ンを提供します。 

 

 

ご自宅 

 

病院 

ご利用者  

介護老人保健施設としてのききょう苑 

 

事務部 

主任 工藤 さゆき 

居宅介護支援部門 

部門長 泉 友之 

通所事業部門 

部門長 宮﨑 亮 

入所事業部門 介護部

副主任 壬生 利浩 

勤続２０年、本当にごくろうさまでした。 

長年ききょう苑に貢献していただき、ありがとうご

ざいます。 

今後も益々のご活躍を期待しております。 

勤続２０年表彰職員 


